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今年 2017 年は 1917 年のロシア革命からちょうど
100 年にあたる。ロシア革命後のソ連は一国社会主
義とかいった曲折はあったものの，コミンテルンと
いった組織やイデオロギーを介し，そして冷戦期の
東欧のような直接的介入を通じて，さまざまな形で
世界政治に関与してきた。

他方ちょうど同じ 1917 年，ウィルソン十四箇条
で米国は第一次世界大戦時，ヨーロッパ戦線に軍事
的に参加した。口実は「民主主義のための介入」で
あった。米国の関与の仕方は，その後冷戦期以降の
NATO などをつうじて実施された。

それから 100 年間，米国とソ連との関係は革命後
の外交断絶，30 年代の屈折そして 1941 年からの大
連合，戦後冷戦を含め，超大国として世界政治経済
にさまざまな形で関与，そして対峙してきた。

ソ連は冷戦終焉後の 1991 年に崩壊した。他方冷
戦後米国は，歴史は終わったとばかり，東欧，旧ソ
連，そして中東にまでグローバル化，そして民主主
義の名で介入をいっそう進めてきた。

なかでも 1997 年からは冷戦終結時の東西間の合
意，軍事同盟非拡大という了解を無視，ロシアの抵
抗を排して NATO 東方拡大をはじめた。2004 年の
ウクライナのカラー革命，14 年の「マイダン革命」
の背後にはオバマ政権内のネオコン派の意図もまた
あった。しかしそのころまでに中東の「イラク革
命」，「アラブの春」同様，米国の関与は死屍累々の
結果となった。米国の世論も民主化革命の成果に厳
しい評価をするようになっていた。

2016 年 11 月のトランプ現象はこういう文脈で起

きた。外の分析者には意外な，想定外の変化であっ
た。しかし中東や東欧での変化を見ていると必ずし
も想定外とは言い切れない。

トランプを支持した数少ない映画俳優・監督クリ
ント・イーストウッドに「アメリカン・スナイパー」
という映画があるが，米国中西部の貧しい街から中
東に狙撃兵として出兵して，精神的に傷ついた帰還
兵の物語だ。産業も空洞化した中西部の町に傷つい
たり，遺体となった兵が戻ってくる時期が 10 年も
続いた，という。このような地域がトランプ支持地
域と重なることに気づくのに時間はかからない。
2003 年からの中東介入で亡くなった米兵は 7000 人
余という。

この映画を見ながらロシアの映画『第九中隊』（邦
題『アフガン』）を思い出した。フョードル・ボン
ダルチューク監督といえば『戦争と平和』などで有
名な監督セルゲイの息子であるが，この映画は，ソ
連が 1979 年に介入したアフガンで全滅した中隊の
物語である。アフガンでは１万 4000 人が 10 年間で
亡くなった。

Brexit，そしてトランプ現象とはソ連に続いて，
英米諸国もまた抽象的な大義のための介入が，いか
に人々を傷つけ，世論を孤立主義に引き戻さざるを
得なくなるかを示している。

20 世紀が 1917 年の米ロの変容から始まったとし
たら，21 世紀は 2001 年の 9・11 同時多発テロとい
うより，2016 年の Brexit，トランプ当選とともに
始まったことになるのではないか。
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